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質的研究手法による日本人英語学習者の「英語で
コミュニケーションを図りたいという気持ち」に
ついて：段階別研究手法の一例
島　村　恭　輔
　1980年代より研究者が教育効果を高める目的で行ってきた理論中心の研
究と、教室内で実際に起こっている実態との差を縮めるべく、クラスルーム・
リサーチの研究が近年活発に行われるようになってきた。クラスルーム・リ
サーチの手法は様々であるが、この研究では研究者が実際に教室で行われる
授業を観察し、観察記録を取り、さらに得られたデータからどのような問題
点や実態が浮上してくるかをとらえ、理論やモデルを構築していく質的（定
性）研究の手法を用いて研究を進めていく手法に焦点を当てている。
　この論文では、クラスルーム・リサーチの手法を取り入れた質的研究のよ
り一層の必要性および意義を強調すべく、Shimamura (2012)が行った日本
人学習者の「英語でコミュニケーションを図りたい気持ち」(WTC)に焦点を
当てた質的研究の研究手法の過程を一例として紹介している。WTCを扱っ
た量的（定量）研究の先行研究は数多く存在するが、学習者と教師の両者の
WTCに関する意識を質的に研究した例は少ないため、エスノグラフィーの
手法による授業観察、インタビューやドメイン分析の手法を取り入れたグラ
ウンデッドセオリーを用いて研究を行った。
　この質的研究の手法を取り入れることにより、実際に授業現場において観
察される現象と学習者、教師のそれぞれのインタビューから得られる言葉
は、アンケートや尺度からだけでは読み取ることが難しい彼らの意識を反映
させたものとして、研究のテーマにより深い洞察を与えてくれるものであ
る。量的研究の目指す仮説検証とその一般化とは方向性が異なるが、量的研
究と質的研究は相反するものでなく、それぞれの特質を活かして活用するこ
とで、より一層の研究効果が期待される。
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